
近年、人口減少や既存住宅の老朽化、住宅に対す

る社会的ニーズの変化に伴い全国的に空き家が増

加しており、北海道においても空き家の戸数は約39

万戸、住宅総数に占める割合は14.1％と推計され

（平成25年の国の調査による）、今後も少子高齢化

とともにさらなる空き家の増加が予想されます。

北海道建設部住宅局建築指導課

TEL：011-204-5576

人の管理が行き届かなくなった空き家は、傷み

の進み具合が早くなり、やがて崩壊し、通行人

への危害など交通への悪影響とともに、防犯な

ど周囲の環境や衛生状態の悪化のほか、観光

立国である北海道の景観を阻害するなど、多く

の問題を生じさせます。

「北海道空き家情報バンク」は、所有者等から登録された北海

道内の空き家や空き地の情報をインターネットにより情報発信

し、サイトを閲覧した方が購入（または賃借）することで、空き家

等を有効活用し、流通促進につなげるものです。北海道の移住

ポータルサイト「北海道で暮らそう！」や市町村バンクと連携し

ており、多くの移住関連情報を得ることができます。

公益社団法人北海道宅地建物取引業協会

TEL：011-642-4422

◎空き家が増えています ◎空き家はなぜ問題なの？ ◎北海道空き家情報バンクは

北海道空き家情報バンク
https://www.hokkaido-akiya.com/

買いたい、売りたい 貸したい、借りたい をむすぶ

「空き家のある風景ポエムフォトコンテスト」応募作品 Poem「北の麓」鐘ヶ江佳美（斜里町） Photo「星空の中の生活」平舘亮一（旭川市）

卵黄みたいな月の下。

スポンジケーキに塗った生クリームのように滑らかな雪原が続く。

その中に、ポツンとチョコレート色の小さな家が一つ。

後ろには痩せた落葉樹の林。

その向こうに、粉砂糖を振りかけた針葉樹林の山々が黒々と広がる。

静かな晩。

山は眠る。再び、春の息吹を感じるまで。

家も眠る。再び、窓に明りが灯る日まで。

もうすぐ朝が来るけれど、今は おやすみなさい。


